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１．はじめに 

 本業務は、「河川水辺の国勢調査」の一環として、最上川中流域における魚類・底生動物の生息状況

を把握し、河川計画の基礎資料に資するものである。 

 今回の報告では、水辺作業における安全対策の事例および地域コミュニケーションとして、地元漁

業協同組合の協力のもと現地作業を行った事例を紹介する。 

 

２．河川水辺の国勢調査とは 

 環境に関する基礎情報の収集・整備を目的として、全国 109 の 1 級河川及び主要な 2 級河川の水系、

国や自治体管理のダム周辺を対象として国土交通省や自治体等により 1990 年から、概ね 5 年おきに

実施されている調査である。 

 最上川中流における魚類及び底生動物の調査は平成 5 年度より実施されており、今回は 5 巡目にあ

たり、最上川：31.0K～91.0K ならびに鮭川および丹生川の合計 5 地点で現地調査を実施した。 

 

 

図-1 調査地点位置図 
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３．現地作業における安全管理や地域配慮の留意点 

 現地調査は、平成 24 年 6 月 25～29 日及び 10 月 15～19 日に実施した。現地作業は、いずれも河

川内に作業員が入って行うものである。調査対象である最上川、鮭川および丹生川は、流速が 2m/s

を超す瀬や水深が 3m 以上の淵があれば、水際にはヤナギ林やヨシ原が繁茂している。また、地元漁

協がアユ、サケ、ヤマメ等の多く魚種を放流しており、漁業従事者や釣り客が河川を利用している。 

以上を踏まえた安全管理や地域配慮上の留意点としては以下のものが挙げられる。 

 

 ① 水際および河川内作業上の安全対策 

 ② 危険生物対策(ハチやマムシ) 

 ③ 地域配慮(地域住民や地元漁協) 

 

なお、現地作業日には、毎回ＫＹ活動を毎日実施し、水や車両等による事故回避に努めるとともに、

周辺における河川利用者がいないかを確認し、迷惑にならないように作業を進めた。 

 

瀬での投網 

現地作業前の KY 実施状況 サケの簗場(丹生川) 

淵でのはえなわ 
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① 水際および河川内作業上の安全対策 

 現地調査時は、河川内で転倒しても頭部から通水して首の損傷を防ぐ河川用ヘルメットを使用した。

また、原則として、転倒時の通水を確保するためウェットスーツの着用、深みにはまった際の対策と

してライフジャケットの着用を徹底した。船舶使用時は、法定備品を整備し、オイル流出対策のため

のオイルフェンスを携行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地調査の際には、作業日前の気象、河川水位の情報を毎回確認し、安全な作業日を選択した。ま

た、船舶利用時には、強風による転覆を防止するため、淵等の流れの緩い箇所において白波が立って

いないことを確認してから作業を進めた。 

(参考：水位情報) 

国土交通省【川の防災情報】テレメータ雨量又は水位 http://www.river.go.jp/ 

観測所：大石田(最上川)、堀内(最上川)、清水(最上川)、本合海(最上川)、古口(最上川)、岩清水(鮭川) 

 

② 危険生物対策(ハチやマムシ) 

 特に危険度の高いハチ、マムシ(クマ)については、別紙｢安全対策資料｣のとおり対処し、全作業員

に周知させた。また、現地にはハチの毒吸出し器具(ポイズンリムーバ)を携行した。 

 

河川用ﾍﾙﾒｯﾄ

ｳｪｯﾄｽｰﾂ(又は鮎タイツ) 

河川作業用の装備 

ﾗｲﾌジャケット 

救急箱(左)とポイズンリムーバ(右) 

安全対策別紙(危険生物編) 

船舶使用時の法定備品およびオイル流出対策

オイルフェンス 

法定備品(ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ、ﾊﾞｹﾂ、浮輪 等)
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③ 地域配慮(地域住民や地元漁協) 

 現地調査前には、関係する地元漁業(最上漁業協同組、丹生川漁業協同組合、最北中部漁業協同組合)

へ連絡を行い、また、現地において以下の対応を行った。 

・地域住民や釣り客とのトラブル回避のため、現地調査時には身分証明書を携帯した上で、魚類特採

の旗、調査中腕章の着用および車両等への連絡先掲示を行った。 

・漁具により捕獲した個体は、計測までは河川内に保管し、魚の個体をなるべく傷めないように配慮

した(魚類は計測後に放流)。 

・作業終了後にはゴミ拾いを行い、現地にゴミを残さないように配慮した。 

・地域の現場状況をよく知っている漁協組合員に、作業船の提供および操船を依頼し、安全な調査の

実施および調査精度の向上に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

 河川内の作業には多くの危険がつきまとうため、現地調査のたびに細心の注意が必要と考える。今

回、無事故で作業は終了したが、今後とも安全意識には常に配慮し、業務を遂行していく所存である。

河川は人と自然が触れ合う場所であり、さらに、生物多様性の保全の場として有効活用されるべきで

あり、今後とも河川環境への配慮に貢献していきたい。             － 以上 － 

魚類特別採捕の旗と連絡看板 捕獲個体の一時保管 

作業後のゴミ拾い 組合員への依頼(作業船の提供および操船) 

魚類特別採捕の旗 

連絡看板 

173



旅館街での調査における環境配慮について 

発注者 新庄河川事務所 

施工者 応用地質株式会社東北支社 

調査名 月山地すべり志津地区志津地質調査 

発表者 ○主任技術者 菖蒲 幸男 

     担当技術者 松村 大志 

 

１．はじめに 

 本業務の主な内容は、ボー

リング 2 孔、孔内傾斜計設置

及び孔内試験(簡易間隙水圧

測定、ボアホールカメラ、微

流速測定)である。ボーリング

の実施に際しては、周辺環境

への配慮が必要であるが、今

回実施したB-1孔は図.1に示

したように志津温泉街の中で

の掘進延長 150m のボーリン

グ作業であり、特に配慮が必

要な箇所であった。以下に、

今回実施した環境対策につい

て示す。 

 

２．業務実施上の課題 

 B-1 孔は当初設計では昼夜作業で計画されている。実際 3ｍ毎に試験を実施する必要があるため、

日掘進速度も 3m となる。また、孔内試験も８時間程度かかるため、掘進及び試験を昼間作業で実施

した場合にはトラブルはないと仮定して 100 日程度(休みを除く)かかる。従って、10 月初めに調査を

開始(地元説明会の日程を考慮)した場合、昼間作業だけでは 1 月末もしくは２月初めまでかかる工程

となる。これらの事から、夜間作業を実施できるように、地元と調整を行うことが課題となった。 

特に調査期間は 9 月～12 月の観光シーズンであり、昼夜作業の実施を含めて旅館や観光客に対して

十分な配慮が必要と考えられた。事前に抽出した環境配慮項目は、①景観、②騒音、③光害、④取水

排水があり、これらに項目について一つ一つ対策を実施したことにより、現地調査を無事故無クレー

ムで終了させることが出来た。 

ここでは、特に考慮した①景観、および②騒音に対して実施した内容について述べる。 

[環境対策] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.1 調査地点位置図 

 B-1(L=150m )   

 B-2(L=21m )  

0                        500m 

 五色沼   

 志津温泉街  
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３．景観対策 

1)ボーリング地点の変更 

当初計画されていた調査位置は、図．２における×の箇所である。これは、地すべり主測線上にお

ける地質構造の把握を目的とした位置である。そこで、調査に入る前に、実施可能か現地を確認した。 

 ×は、旅館の表側とこの地区における名所である五色沼の間の広場   に位置し、櫓を立てて作

業をすると著しく景観を損ねる恐れがあること、広場には石碑が建設され、またお祭り時は護摩壇が

設けられる等温泉街にとって重要な場所であることがわかった。 

 そこで、周辺で当初の調査目的が達成でき、作業可能なスペースをいくつか抽出した(図．１の▲●

の位置)。その結果を基に

発注者との協議の上、地

権者と交渉し、景観を損

なわず調査目的も達成で

きる●の位置に調査ポイ

ントを変更した。 

 変更したボーリング地

点は櫓全体が隠れることは

無いが祭等を行う駐車場からは建物の裏(図.4 参照)となっており、近

傍の国道からも見にくい状況(図.5)である。 

 

2)目立たない保護シートの使用  

櫓の保護として通常ブルーシートを使用するため目立つが、今回は

目立たないようにブルーシートの上に周辺の色に合わせた茶色と緑色

のまだら模様のシートを使用した(図.6)。 

左 図.2 調査位置平面図 
上 図.3 当初予定地点(国道より望む) 

 

× 

五色沼 

● 

▲ 

▲ 

▲ 

旅館街 

主測線

図.6 櫓保護状況 

[環境対策] 

当初調査地点

図.4 石碑のある駐車場付近より   図.5 国道脇の駐車場より 

↓石碑 

175



４．騒音対策 

 本業務を工期内に終了させるためには、先に示したように昼夜作業を行う必要がある。昼夜作業を

行うためには、騒音対策を行い、地元からの了解をいただくことが必須条件であった。 

 ボーリング調査を行うにあたり最も音を発生させるのは、エンジンである。通常は石油燃料を使用

したエンジンにより掘削機械を動かすが、以下の理由から、エンジンに替わる音を出さない動力が求

められた。 

・調査地点が旅館直近であることから昼間でも音は小さい方が良い。 

・夜間作業にも動力を使用する試験があるため、極力、音の発生を無くしたい。 

対策として、まず、エンジンの替わりにモーターを使用することで、音の発生を抑えた。 

 モーターは電動であるため、電源は「超低騒音型発電機」か「商用電源(200V)」が候補としてあげ

られた。各動力の利点欠点を表.1 に示す。 

表.1 各動力源の利点と欠点 
動 力 源 利  点 欠  点 評価 

エンジン 
・通常使用している機械

のため、良質なコアの

採取が可能 

・音が大きい 
× 

低騒音型発

電機 

・直ぐに使用できる 
・音が小さい 
 (少量の重低音は発生)

・モーターに積み替え、調整が必要 
・回転数の調整等が難しく、コアの品

質が低下する可能性がある 
・レンタル費が発生 

△ 

モーター 

商用電源 
(200V) 

・音が発生しない 
・燃料を使わない 

(オイル漏れなし) 
(排気ガスの発生なし)

・モーターに積み替え、調整が必要 
・回転数の調整等が難しく、コアの品

質が低下する可能性がある 
・申請仮設から使用まで３週間 
・仮設費用が発生 

○ 

表に示したように、発電機は低騒音型であっても多少の重低音が発生するが、商用電源であればほ

とんど音が発生しない。さらに、調査櫓の直下には観光名所である五色沼があり、燃料・オイル漏れ

の観点からも、商用電源が適切と判断した。 (図.7)。 

 

 

 

 

 

 

 

今回は 200V のため、100V 電源の仮設に比べ費用が多く発生することや仮設申請等に時間がかか

るが、旅館街内での作業であるため、騒音の発生を極力押させることを優先し商用電源を適用した(次

ページ図.8)。なお、商用電源の欠点である、使用できるまでの 3 週間は、昼間作業のみとし低騒音型

発電機を使用することで、夜間の騒音の発生を防いだ。 

また、通常の作業でも工具の音や合図の掛け声などは発生する。それに対しては、作業櫓の周りを

防音シートで覆い、騒音を抑えた(次ページ図.9)。 

[環境対策] 

図.7 調査櫓周辺の配置 

商用電源であれば、油で直近の沼を

汚染する心配もない 

調査櫓 

五色沼 
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５．地元配慮 

  その他、地元配慮として以下のような事を実施した。ボーリング地点は地権者のお墓が近傍にあ

ったためボーリング作業に先立ち地権者とともにお祓い(写真.10)の実施、９月に開催された志津山

神祭(写真.11)への参加、ボーリング地点は遊歩道が近傍にあるため観光客が道に迷わないように遊

歩道看板(写真.12)の設置、及び隣接する旅館との間に目隠し用のフェンス(写真.13)を設置した。 

    
図.10  ボーリング地点のお祓い       図.11 志津山神祭への参加 

    
図.12 遊歩道看板の設置         図.13 目隠し用フェンスの設置 

６．おわりに  

 当地区でも、これほど観光旅館の直近で調査を実施することは稀であり、不用意な苦情を避け地元

との円滑な関係を築く観点から、細心の注意を払って対策を行うことが重要である。 

 今後も、現場周辺の状況に合わせ適切な対策を行うことにより、円滑かつ無事故で現地作業を終了

させられるよう努力したい。 

図.9 防音シート設置 

(この上に茶色と緑のシートをかけた) 

図.8 商用電源仮設 

[環境対策] 
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